
(57)【要約】

【課題】最大血圧値（心臓収縮期血圧）と最小血圧値（

心臓拡張期血圧）の差（脈圧）の変化割合と、動脈の径

変化量の変化割合の相関が非常に高いことを利用し、超

音波で計測された動脈径変化量の心拍ごとの変化割合か

ら、動脈壁の弾性率を演算するための血圧値を補正し、

心拍ごとに安定した動脈壁の弾性率を求める。

【解決手段】生体組織内の動脈壁の歪量を計測する歪量

計測部５と、一心拍の動脈内の血圧変化値を計測する血

圧計８と、動脈壁の弾性率の算出を行う弾性率演算部７

を有し、さらに、一心拍ごとの動脈径の変化量に基づき

、動脈内の血圧変化値を補正する血圧値補正部８を有し

たものであり、最大血圧値と最小血圧値の差の変化割合

と、動脈の径変化量の変化割合の相関が非常に高いこと

を利用し、超音波で計測された動脈径変化量の心拍ごと

の変化割合から、動脈壁の弾性率を演算するための血圧

値を補正し、心拍ごとに安定した動脈壁の弾性率を求め

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
生 体 組 織 内 の 動 脈 壁 の 歪 量 を 計 測 す る 歪 量 計 測 手 段 と 、 一 心 拍 の 動 脈 内 の 血 圧 変 化 値 を 計
測 す る 血 圧 値 計 測 手 段 と 、 動 脈 壁 の 弾 性 率 の 算 出 を 行 う 弾 性 率 演 算 手 段 と 、 一 心 拍 ご と の
動 脈 径 の 変 化 量 に 基 づ き 、 動 脈 内 の 血 圧 変 化 値 を 補 正 す る 血 圧 値 補 正 手 段 と を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
歪 量 計 測 手 段 は 、
少 な く と も 超 音 波 の 一 音 響 線 上 に 設 定 し た 複 数 の 計 測 点 の 位 置 変 位 ま た は 運 動 速 度 い ず れ
か 一 方 を 演 算 し 、 さ ら に 前 記 複 数 の 計 測 点 間 の 位 置 変 位 の 差 を 演 算 す る 位 置 変 位 計 測 手 段
と 、
動 脈 壁 の 歪 量 お よ び 動 脈 径 を 同 時 に 演 算 す る 機 能 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
歪 量 計 測 手 段 は 、
超 音 波 の 音 響 線 を 走 査 す る こ と に よ り 、 少 な く と も 複 数 の 音 響 線 上 に 設 定 し た 複 数 の 計 測
点 の 位 置 変 位 ま た は 運 動 速 度 い ず れ か 一 方 を 演 算 し 、 さ ら に 前 記 複 数 の 計 測 点 間 の 位 置 変
位 の 差 を 演 算 す る 位 置 変 位 計 測 手 段 と 、 動 脈 壁 の 歪 量 お よ び 動 脈 径 を 空 間 的 に 演 算 す る 機
能 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
歪 量 計 測 手 段 は 、 一 心 拍 前 ま で に 亘 っ て 動 脈 壁 の 歪 量 お よ び は 動 脈 径 を 記 憶 す る 歪 記 憶 手
段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
血 圧 値 補 正 手 段 は 、 少 な く と も 歪 計 測 手 段 で 演 算 さ れ た 動 脈 径 の 連 続 す る 心 拍 間 の 変 化 量
の 割 合 ま た は 予 め 記 憶 さ れ た あ る 一 心 拍 間 の 動 脈 径 変 化 量 に 基 づ き 動 脈 内 の 血 圧 変 化 値 い
ず れ か 一 方 を 補 正 す る い ず れ か 一 方 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診 断
装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
血 圧 値 補 正 手 段 は 、 超 音 波 の 音 響 線 を 走 査 し 、 歪 量 計 測 手 段 で 演 算 さ れ た 複 数 の 音 響 線 の
動 脈 径 の 連 続 す る 心 拍 間 の 変 化 量 の 平 均 値 の 割 合 に 基 づ き 、 動 脈 内 の 血 圧 変 化 値 を 補 正 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
血 圧 値 補 正 手 段 は 、 超 音 波 の 音 響 線 を 走 査 し 、 歪 量 計 測 手 段 で 演 算 さ れ た 複 数 の 音 響 線 の
動 脈 径 の 連 続 す る 心 拍 間 の 変 化 量 の 少 な く と も 最 大 値 ま た は 最 小 値 い ず れ か 一 方 の 割 合 に
基 づ き 、 動 脈 内 の 血 圧 変 化 値 を 補 正 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置
。
【 請 求 項 ８ 】
血 圧 値 補 正 手 段 は 、 超 音 波 の 音 響 線 を 走 査 し 、 前 記 歪 量 計 測 手 段 で 演 算 さ れ た 複 数 の 音 響
線 の 動 脈 径 の 連 続 す る 心 拍 間 の 変 化 量 の 最 小 二 乗 値 の 割 合 に 基 づ き 、 動 脈 内 の 血 圧 変 化 値
を 補 正 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 を 用 い て 生 体 内 の 動 脈 壁 組 織 の 位 置 変 位 あ る い は 運 動 速 度 を 検 出 し 、
動 脈 壁 組 織 の 弾 性 率 を 算 出 す る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 生 体 内 組 織 の 性 状 を 識 別 ・ 同 定 す る 手 段 の 一 つ と し て 、 生 体 内 組 織 を 構 成 す る 弾 性 繊 維
、 膠 原 線 維 、 脂 肪 や 血 栓 な ど に よ っ て 、 弾 性 率 に 相 違 が あ る こ と を 利 用 し て 、 生 体 内 組 織
に 応 力 を 加 え た と き の 歪 み か ら 弾 性 率 を 求 め る 手 法 が 知 ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ あ る い は 特 許 文 献 ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 超 音 波 を 生 体 組 織 内 に
送 信 し 、 生 体 組 織 か ら の 超 音 波 反 射 波 か ら 、 生 体 組 織 に 応 力 が 加 わ っ た と き の 組 織 の 変 位
を 計 測 し 、 組 織 の 歪 量 、 あ る い は 、 別 の 手 法 で 計 測 さ れ た 応 力 値 に 基 づ き 弾 性 率 を 求 め る
手 法 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 計 測 さ れ た 生 体 組 織 の 歪 量 か ら 弾 性 率 を 算 出 す る た め に は 、 生 体 組 織 に 加 わ っ た 応 力 値
を 計 測 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 動 脈 壁 の 弾 性 率 を 求 め る 場 合 、 計 測 さ れ た 歪 量 と 血 圧 計 を 用 い て 計 測 さ れ た 最 大 血 圧 値
（ 心 臓 収 縮 期 血 圧 ） と 最 小 血 圧 値 （ 心 臓 拡 張 期 血 圧 ） の 差 （ 脈 圧 ） か ら 演 算 す る こ と が で
き 、 一 般 的 に 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 心 臓 の 拍 動 は 常 に 一 定 で は な い た め に 、 血 圧 値 も 心 拍 ご と に 変 化 が 起 き
て い る こ と が 知 ら れ て お り 、 こ の 心 拍 ご と の 血 圧 値 に 応 じ て 、 動 脈 壁 に 発 生 す る 歪 量 に つ
い て も 、 心 拍 ご と に 変 化 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 般 的 に 用 い ら れ て い る カ フ 式 血 圧 計 は 、 こ の 心 拍 ご と の 血 圧 値 を 計 測 す る こ と は 不 可
能 で あ り 、 カ フ 式 血 圧 計 で 得 ら れ た 血 圧 値 を 用 い て 、 動 脈 壁 の 弾 性 率 を 演 算 す る 場 合 、 心
拍 ご と の 動 脈 壁 の 歪 量 の 変 化 が 影 響 し 、 演 算 さ れ た 動 脈 壁 の 弾 性 率 に つ い て も 、 心 拍 ご と
に 変 化 が 発 生 し て し ま う と い う 課 題 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ８ ８ ０ ３ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ５ ２ ２ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 ト ノ メ ト リ 式 等 の リ ア ル タ イ ム に 血 圧 を 計 測 す る こ と が 可
能 な 血 圧 計 を 用 い る 手 法 も 存 在 す る が 、 一 般 的 に リ ア ル タ イ ム 式 血 圧 計 は 、 カ フ 式 血 圧 計
と 比 較 し て 構 造 が 複 雑 で あ り 、 ま た 、 超 音 波 の 計 測 部 位 と 同 じ 部 位 の 血 圧 を 計 測 す る こ と
は 困 難 で あ る た め に 、 超 音 波 で 計 測 し た 歪 量 と リ ア ル タ イ ム 血 圧 計 で 計 測 し た 血 圧 値 に 、
血 圧 が 動 脈 内 を 伝 搬 す る 時 間 （ 脈 波 伝 搬 時 間 ） に よ る 時 間 補 正 が 必 要 と な る 課 題 が あ っ た
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 最 大 血 圧 値 （ 心 臓 収
縮 期 血 圧 ） と 最 小 血 圧 値 （ 心 臓 拡 張 期 血 圧 ） の 差 （ 脈 圧 ） の 変 化 割 合 と 、 動 脈 の 径 変 化 量
の 変 化 割 合 の 相 関 が 非 常 に 高 い こ と を 利 用 し 、 超 音 波 で 計 測 さ れ た 動 脈 径 変 化 量 の 心 拍 ご
と の 変 化 割 合 か ら 、 動 脈 壁 の 弾 性 率 を 演 算 す る た め の 血 圧 値 を 補 正 し 、 心 拍 ご と に 安 定 し
た 動 脈 壁 の 弾 性 率 を 求 め る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 生 体 組 織 内 の 動 脈 壁 の 歪 量 を 計 測 す る 歪 量 計 測 手 段 と 、 一
心 拍 の 動 脈 内 の 血 圧 変 化 値 を 計 測 す る 血 圧 値 計 測 手 段 と 、 動 脈 壁 の 弾 性 率 の 算 出 を 行 う 弾
性 率 演 算 手 段 と 、 一 心 拍 ご と の 動 脈 径 の 変 化 量 に 基 づ き 、 動 脈 内 の 血 圧 変 化 値 を 補 正 す る
血 圧 値 補 正 手 段 と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 リ ア ル タ イ ム に 血 圧 値 を 計 測 す る こ と な く 、 心 拍 ご と に 変 化 す る 血 圧
値 を 補 正 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 歪 量 計 測 手 段 は 、 超 音 波 の 一 音 響 線 上 に 設 定 し た 複 数 の 計 測 点 の 位 置 変 位 あ る い
は 運 動 速 度 を 演 算 し 、 さ ら に 前 記 複 数 の 計 測 点 間 の 位 置 変 位 の 差 を 演 算 す る 位 置 変 位 計 測
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手 段 を 有 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 動 脈 壁 の 歪 量 お よ び 動 脈 径 を 同 時 に 演 算 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 歪 量 計 測 手 段 は 、 超 音 波 の 音 響 線 を 走 査 す る こ と に よ り 、 複 数 の 音 響 線 上 に 設
定 し た 複 数 の 計 測 点 の 位 置 変 位 あ る い は 運 動 速 度 を 演 算 し 、 前 記 複 数 の 計 測 点 間 の 位 置 変
位 の 差 を 演 算 す る 位 置 変 位 計 測 手 段 を 有 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 動 脈 壁 の 歪 量 お よ び 動 脈 径 を 空 間 的 に 演 算 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 歪 量 計 測 手 段 は 、 少 な く と も 一 心 拍 前 ま で に 亘 っ て 前 記 動 脈 壁 の 歪 お よ び 動 脈 径
を 記 憶 す る 歪 量 記 憶 手 段 を 有 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 血 圧 値 補 正 手 段 は 、 前 記 歪 量 計 測 手 段 で 演 算 さ れ た 動 脈 径 の 連 続 す る 心 拍 間 の
変 化 量 の 割 合 に 基 づ き 、 動 脈 内 の 血 圧 変 化 値 を 補 正 す る 機 能 を 有 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 血 圧 値 補 正 手 段 は 、 超 音 波 の 音 響 線 を 走 査 し 、 前 記 歪 量 計 測 手 段 で 演 算 さ れ た 複
数 の 音 響 線 の 動 脈 径 の 連 続 す る 心 拍 間 の 変 化 量 の 平 均 値 、 最 大 値 、 最 小 値 、 あ る い は 、 最
小 二 乗 値 の 割 合 に 基 づ き 、 動 脈 内 の 血 圧 変 化 値 を 補 正 す る 機 能 を 有 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ ら の 構 成 に よ り 、 動 脈 の 径 変 化 量 に 基 づ い た 血 圧 値 の 変 化 量 の 補 正 を 空 間 的 に 一 定
の 割 合 で 補 正 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 は 、 生 体 組 織 内 の 動 脈 壁 の 歪 量 を 計 測 す る 歪 量 計 測 手 段 と 、 一 心 拍 の 動 脈 内 の 血
圧 変 化 値 を 計 測 す る 血 圧 値 計 測 手 段 と 、 動 脈 壁 の 弾 性 率 の 算 出 を 行 う 弾 性 率 演 算 手 段 を 有
し 、 さ ら に 、 一 心 拍 ご と の 動 脈 径 の 変 化 量 に 基 づ き 、 動 脈 内 の 血 圧 変 化 値 を 補 正 す る 血 圧
値 補 正 手 段 を 有 し た も の で あ り 、 最 大 血 圧 値 （ 心 臓 収 縮 期 血 圧 ） と 最 小 血 圧 値 （ 心 臓 拡 張
期 血 圧 ） の 差 （ 脈 圧 ） の 変 化 割 合 と 、 動 脈 の 径 変 化 量 の 変 化 割 合 の 相 関 が 非 常 に 高 い こ と
を 利 用 し 、 超 音 波 で 計 測 さ れ た 動 脈 径 変 化 量 の 心 拍 ご と の 変 化 割 合 か ら 、 動 脈 壁 の 弾 性 率
を 演 算 す る た め の 血 圧 値 を 補 正 し 、 心 拍 ご と に 安 定 し た 動 脈 壁 の 弾 性 率 を 求 め る こ と が で
き る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 １ か ら 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 超 音 波
振 動 子 群 １ 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ 、 送 受 信 部 ３ 、 送 信 信 号 発 生 部 ４ 、 歪 量 計 測 部 ５ 、 歪 量 記
憶 部 ６ 、 弾 性 率 演 算 部 ７ 、 血 圧 値 補 正 部 ８ 、 表 示 部 ９ 、 制 御 部 １ ０ 、 記 憶 部 １ １ 、 血 圧 計
３ １ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 送 信 信 号 発 生 部 ４ で 生 成 さ れ た 超 音 波 送 信 信 号 は 、 送 受 信 部 ３ を 介 し て 、 超 音 波 プ ロ ー
ブ ２ の 超 音 波 振 動 子 群 １ か ら 生 体 内 に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 生 体 内 の 組 織 で 反 射 し た 超 音 波 エ コ ー は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ の 超 音 波 振 動 子 群 １ の 各 振
動 子 で 検 出 さ れ 、 送 受 信 部 ３ で 受 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 歪 量 計 測 部 ５ は 、 送 受 信 部 ３ で 受 信 さ れ た 超 音 波 エ コ ー 信 号 か ら 、 超 音 波 ビ ー ム 上 に 設
定 し た 複 数 計 測 点 の 動 脈 壁 の 位 置 変 位 あ る い は 運 動 速 度 を 検 出 し 、 動 脈 壁 の 歪 量 お よ び 動
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脈 の 径 変 化 量 を 演 算 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 前 記 生 体 内 の 各 計 測 点 の 運 動 速 度 の 検 出 は 、 一 般 的 に 用 い ら れ て い る Ｆ Ｆ Ｔ ド プ
ラ 法 、 自 己 相 関 法 な ど 、 ど の 手 法 で も 良 く 、 ま た 、 超 音 波 ビ ー ム を 走 査 さ せ る こ と に よ り
、 空 間 的 に 生 体 内 の 複 数 の 計 測 点 の 運 動 速 度 を 検 出 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 前 記 歪 量 計 測 部 ５ で 演 算 さ れ た 前 記 動 脈 壁 の 歪 量 お よ び 動 脈 の 径 変 化 量 は 、 少 な
く と も 一 心 拍 以 上 に 亘 っ て 、 歪 量 記 憶 部 ６ に 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 弾 性 率 演 算 部 ７ は 、 歪 量 計 測 部 ５ で 演 算 さ れ た 動 脈 壁 の 歪 量 と 、 血 圧 計 ３ １ で 計 測 さ れ
、 血 圧 値 補 正 部 ８ で 補 正 さ れ た 血 圧 値 か ら 、 動 脈 壁 の 弾 性 率 を 演 算 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 血 圧 値 補 正 部 ８ は 、 血 圧 計 ３ １ で 計 測 さ れ た 最 大 血 圧 値 （ 心 臓 収 縮 期 血 圧 ） と 最 小 血 圧
値 （ 心 臓 拡 張 期 血 圧 ） の 差 （ 脈 圧 ） を 、 歪 量 計 測 部 ５ で 演 算 さ れ た 心 拍 間 の 動 脈 の 径 変 化
量 の 割 合 に 基 づ き 、 補 正 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 表 示 部 ９ は 、 弾 性 率 演 算 部 ７ で 得 ら れ た 動 脈 壁 の 弾 性 率 、 血 圧 値 補 正 部 で 得 ら れ た 血 圧
値 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 前 記 動 脈 壁 の 弾 性 率 お よ び 血 圧 値 は 、 一 般 的 な 超 音 波 診 断 装 置 の 基 本 機 能 で あ る
Ｂ モ ー ド 断 層 画 像 上 に 重 ね て 表 示 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 制 御 部 １ ０ は 、 送 受 信 部 ３ 、 送 信 信 号 発 生 部 ４ 、 歪 量 計 測 部 ５ 、 弾 性 率 演 算 部 ７ 、 血 圧
値 補 正 部 ８ 、 お よ び 、 表 示 部 ９ の 制 御 を 行 い 、 ま た 、 前 記 送 受 信 部 ３ 、 送 信 信 号 発 生 部 ４
、 歪 量 計 測 部 ５ 、 弾 性 率 演 算 部 ７ 、 血 圧 値 補 正 部 ８ 、 お よ び 、 表 示 部 ９ の 制 御 情 報 を 記 憶
部 １ １ に 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ２ は 、 動 脈 壁 の 位 置 変 位 、 運 動 速 度 か ら 、 動 脈 壁 の 歪 量 、 動 脈 の 径 変 化 量 を 計 測 す る
一 実 施 例 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ２ の 一 実 施 例 に 示 す よ う に 、 一 つ の 超 音 波 音 響 線 上 に 、 動 脈 の 前 壁 お よ び 後 壁 の 内 膜
側 と 外 膜 側 に 計 測 点 を 複 数 設 定 し 、 同 時 に 前 記 複 数 の 計 測 点 の 運 動 速 度 あ る い は 位 置 変 位
を 検 出 す る 。 な お 、 動 脈 壁 は 動 脈 前 壁 と 動 脈 後 壁 と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 動 脈 壁 の 歪 量 は 、 動 脈 壁 内 膜 側 お よ び 動 脈 壁 外 膜 側 の 位 置 変 位 の 差 、 あ る い は 、 動 脈 壁
内 膜 側 お よ び 動 脈 壁 外 膜 側 の 運 動 速 度 の 差 の 時 間 積 分 で 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 動 脈 の 径 変 化 量 は 、 一 例 と し て 、 動 脈 の 内 径 の 場 合 、 動 脈 壁 前 壁 と 動 脈 壁 後 壁 の
内 膜 側 の 位 置 変 位 の 差 、 あ る い は 、 動 脈 壁 前 壁 と 動 脈 壁 後 壁 の 内 膜 側 の 運 動 速 度 の 差 の 時
間 積 分 で 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 本 実 施 例 で は 、 動 脈 壁 の 内 膜 側 と 外 膜 側 に 計 測 点 を 設 定 し た が 、 内 膜 側 か ら 外 膜
側 に 複 数 の 計 測 点 を 設 定 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 （ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ３ は 、 超 音 波 音 響 線 を 走 査 す る こ と に よ り 、 動 脈 壁 の 位 置 変 位 、 運 動 速 度 か ら 、 動 脈
壁 の 歪 量 、 動 脈 の 径 変 化 量 を 、 空 間 的 に 計 測 す る 一 実 施 例 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ の 一 実 施 例 に 示 す よ う に 、 超 音 波 音 響 線 を 長 軸 方 向 に 走 査 さ せ る こ と に よ り 、 動 脈
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壁 の 長 軸 に 沿 っ て 空 間 的 に 、 動 脈 壁 の 位 置 変 位 、 運 動 速 度 を 計 測 す る こ と が 可 能 と な り 、
動 脈 壁 の 歪 量 、 動 脈 の 径 変 化 量 に つ い て も 、 動 脈 壁 の 長 軸 に 沿 っ て 、 空 間 的 に 求 め る こ と
が 可 能 と な る 。 な お 、 超 音 波 音 響 線 Ａ － １ ～ Ａ － ３ は １ 本 ま た は 複 数 本 同 時 に 送 信 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ 第 ４ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ４ は 、 心 電 波 形 と 、 心 拍 に 伴 う 動 脈 壁 の 振 動 速 度 波 形 、 動 脈 径 変 化 波 形 、 お よ び 、 動
脈 壁 歪 変 化 波 形 の 一 例 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 心 電 波 形 は 、 波 形 の 特 徴 的 な 形 状 の 部 分 か ら 、 Ｐ 波 、 Ｑ 波 、 Ｒ 波 、 Ｓ 波 、 Ｔ 波 、 Ｕ 波 の
よ う に 呼 ば れ て お り 、 こ の 心 電 波 形 の Ｒ 波 の タ イ ミ ン グ で 心 臓 の 収 縮 が 起 き 、 血 液 が 拍 出
さ れ る こ と に よ り 圧 力 変 化 が 動 脈 に 伝 搬 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の と き 、 動 脈 内 腔 の 血 圧 は 最 高 値 （ 収 縮 期 血 圧 ） と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 心 電 波 形 の Ｒ 波 の タ イ ミ ン グ の 直 前 の 動 脈 の 血 圧 は 最 低 値 （ 拡 張 期 血 圧 ） と な り
、 前 記 最 高 値 （ 収 縮 期 血 圧 ） と 最 低 値 （ 拡 張 期 血 圧 ） の 差 が 脈 圧 と 呼 ば れ 、 動 脈 径 は 、 こ
の 脈 圧 に ほ ぼ 比 例 し て 変 化 す る こ と が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 歪 量 計 測 部 ５ で 計 測 さ れ た 動 脈 径 変 化 量 は 、 少 な く と も 一 心 拍 前 ま で に 亘 っ て 、 歪 量 計
測 部 ６ に 記 憶 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 一 心 拍 の 区 切 り と し て 、 一 般 的 に 心 電 波 形 の Ｒ 波 を 基 準 に す る こ と が 一 般 的 で あ
る が 、 Ｐ 波 、 Ｑ 波 な ど 、 他 の 心 電 波 形 を 基 準 と し て も 良 く 、 ま た 、 心 音 波 形 、 動 脈 の 径 変
化 波 形 の 立 ち 上 が り 等 を 基 準 と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 血 圧 値 補 正 部 ８ は 、 現 時 刻 の 動 脈 径 の 最 大 値 と 最 小 値 の 差 で あ る 径 変 化 量 と 、 歪 量 記 憶
部 ６ に 記 憶 さ れ た 一 心 拍 前 の 動 脈 径 の 最 大 値 と 最 小 値 の 差 で あ る 径 変 化 量 と を 比 較 し 、 前
記 現 時 刻 の 動 脈 の 径 変 化 量 と 、 前 記 一 心 拍 前 の 動 脈 の 径 変 化 量 の 割 合 に 基 づ き 、 血 圧 計 ３
１ で 計 測 さ れ た 血 圧 値 を 補 正 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 血 圧 値 の 補 正 は 、 血 圧 計 ３ １ で 計 測 さ れ た 血 圧 値 に 、 前 記 現 時 刻 の 動 脈 の 径 変 化 量 と 、
前 記 一 心 拍 前 の 動 脈 の 径 変 化 量 の 割 合 を 乗 算 す る こ と で 、 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 補 正 す る た め の 動 脈 径 変 化 量 は 、 予 め 計 測 さ れ た あ る 一 心 拍 の 動 脈 径 変 化 量 を 用
い て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 前 記 血 圧 値 を 補 正 す る た め の 前 記 一 心 拍 前 の 動 脈 の 径 変 化 量 の 割 合 に 、 一 定 値 の
定 数 を さ ら に 乗 算 し 、 重 み 付 け し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 血 圧 値 補 正 部 ８ は 、 超 音 波 を 走 査 す る こ と に よ り 、 複 数 の 音 響 線 ご と に 得 ら れ た
前 記 現 時 刻 の 動 脈 の 径 変 化 量 と 、 前 記 一 心 拍 前 の 動 脈 の 径 変 化 量 の 割 合 の 平 均 値 に 基 づ き
、 血 圧 計 ３ １ で 計 測 さ れ た 血 圧 値 を 補 正 す る こ と が 可 能 で あ り 、 動 脈 の 形 状 や 組 織 性 状 等
の 要 因 に よ り 、 動 脈 の 径 変 化 に ば ら つ き が 生 じ た 場 合 に お い て も 、 血 圧 値 を 最 適 に 補 正 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 血 圧 値 補 正 部 ８ は 、 超 音 波 を 走 査 す る こ と に よ り 、 複 数 の 音 響 線 ご と に 得 ら れ た
前 記 現 時 刻 の 動 脈 の 径 変 化 量 と 、 前 記 一 心 拍 前 の 動 脈 の 径 変 化 量 の 割 合 の 最 大 値 あ る い は
最 小 値 に 基 づ き 、 血 圧 計 ３ １ で 計 測 さ れ た 血 圧 値 を 補 正 す る こ と が 可 能 で あ り 、 前 記 第 ６
の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 動 脈 の 形 状 や 組 織 性 状 等 の 要 因 に よ り 、 動 脈 の 径 変 化 に ば ら つ き
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が 生 じ た 場 合 に お い て も 、 血 圧 値 を 最 適 に 補 正 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 血 圧 値 補 正 部 ８ は 、 超 音 波 を 走 査 す る こ と に よ り 、 複 数 の 音 響 線 ご と に 得 ら れ た
前 記 現 時 刻 の 動 脈 の 径 変 化 量 と 、 前 記 一 心 拍 前 の 動 脈 の 径 変 化 量 の 割 合 の 最 小 二 乗 値 に 基
づ き 、 血 圧 計 ３ １ で 計 測 さ れ た 血 圧 値 を 補 正 す る こ と が 可 能 で あ り 、 前 記 第 ６ の 実 施 の 形
態 、 お よ び 、 前 記 第 ７ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 動 脈 の 形 状 や 組 織 性 状 等 の 要 因 に よ り 、 動
脈 の 径 変 化 に ば ら つ き が 生 じ た 場 合 に お い て も 、 血 圧 値 を 最 適 に 補 正 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 発 明 は 、 生 体 組 織 内 の 動 脈 壁 の 歪 量 を 計 測 す る 歪 量 計 測 手 段 と 、 一 心 拍 の 動 脈 内 の 血
圧 変 化 値 を 計 測 す る 血 圧 値 計 測 手 段 と 、 動 脈 壁 の 弾 性 率 の 算 出 を 行 う 弾 性 率 演 算 手 段 を 有
し 、 さ ら に 、 一 心 拍 ご と の 動 脈 径 の 変 化 量 に 基 づ き 、 動 脈 内 の 血 圧 変 化 値 を 補 正 す る 血 圧
値 補 正 手 段 を 有 し た も の で あ り 、 最 大 血 圧 値 （ 心 臓 収 縮 期 血 圧 ） と 最 小 血 圧 値 （ 心 臓 拡 張
期 血 圧 ） の 差 （ 脈 圧 ） の 変 化 割 合 と 、 動 脈 の 径 変 化 量 の 変 化 割 合 の 相 関 が 非 常 に 高 い こ と
を 利 用 し 、 超 音 波 で 計 測 さ れ た 動 脈 径 変 化 量 の 心 拍 ご と の 変 化 割 合 か ら 、 動 脈 壁 の 弾 性 率
を 演 算 す る た め の 血 圧 値 を 補 正 し 、 心 拍 ご と に 安 定 し た 動 脈 壁 の 弾 性 率 を 求 め る こ と が で
き る も の で あ り 、 生 体 内 の 動 脈 壁 の 歪 量 を 超 音 波 計 測 し 、 血 圧 値 か ら 弾 性 率 を 求 め る 超 音
波 診 断 装 置 な ど に 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 概 略 ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 動 脈 壁 の 位 置 変 位 、 運 動 速 度 か ら 、 動 脈 壁 の
歪 量 、 動 脈 の 径 変 化 量 を 計 測 す る 模 式 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 、 超 音 波 音 響 線 を 走 査 す る こ と に よ り 、 動 脈
壁 の 位 置 変 位 、 運 動 速 度 か ら 、 動 脈 壁 の 歪 量 、 動 脈 の 径 変 化 量 を 、 空 間 的 に 計 測 す る 模 式
図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お け る 心 電 波 形 と 、 心 拍 に 伴 う 動 脈 壁 の 振 動 速 度 波
形 、 動 脈 径 変 化 波 形 、 お よ び 、 動 脈 壁 歪 変 化 波 形 の 一 例 を 示 し た 模 式 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 １ 　 　 超 音 波 振 動 子 群
　 ２ 　 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 ３ 　 　 送 受 信 部
　 ４ 　 　 送 信 信 号 発 生 部
　 ５ 　 　 歪 量 計 測 部
　 ６ 　 　 歪 量 記 憶 部
　 ７ 　 　 弾 性 率 演 算 部
　 ８ 　 　 血 圧 値 補 正 部
　 ９ 　 　 表 示 部
　 １ ０ 　 　 制 御 部
　 １ １ 　 　 記 憶 部
　 ２ ０ 　 　 超 音 波 診 断 装 置 本 体
　 ３ １ 　 　 血 圧 計
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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解决的问题：在最大血压值（收缩压）和最小血压值（舒张压）之间的
差（脉压）的变化率与动脉直径变化量的变化率之间使用非常高的相关
性。 然后，根据每个心跳的由超声波测量的动脉直径变化量的变化率，
校正用于计算动脉壁的弹性模量的血压值，并且获得每个心跳的稳定的
动脉壁弹性模量。 解决方案：应变量测量单元5，用于测量生物组织中
动脉壁的应变量；血压计8，用于测量一个心跳的动脉血压变化值；以及
用于计算动脉壁弹性模量的弹性。 速率计算单元7还基于每个心跳的动
脉直径的变化量，血压值校正单元8，用于校正动脉中的血压变化值，最
大血压值和最小血压值。 利用动脉直径的变化与动脉直径的变化的变化
率之差的变化率非常高的事实，动脉壁的弹性模量 校正用于计算的血压
值，并针对每个心跳获得稳定的动脉壁弹性模量。 [选型图]图1
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